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[Abstract] In this report， we detail the activities of N201， an adv:anced elementary 
Japanese class. In this class， using student essays as a point of departure， we 0百ered
a comprehensive curriculum teaching speaking， listening， reading and writing. Students 
first read model essays， and after comprehension activities such as ‘1・eadingaloud' 
and ‘question/answer'， wrote their own essays based on the models. Through the 
model essays， students studied grammar， and then wrote to express themselves on 
topics closely related to them. Student essays were then used as class materials， 
and through joint reading and discussion， students actively engaged with one another 
and learned the 4 skil areas in a comprehensive manner. The teacher occupied a 
position as supporter and encourager. As a result， the students were able to take an 
active stance in their own learning. 
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「中上級コースj には N400、N500という 2つのレベルを設け、技能別クラスを設定する。
短期留学生のコースは、年度や学真Rごとに受講者が大きく入れ替わる。その時々の受講
者の日本語力やニーズに柔軟に対応するため、「総合日本語」は「初中級」・「中上級j と
いう分け方をし、 NIOO~N500の 5 つのレベルは、毎学期の受講者の日本語力に合わせて
多少変動しうるものとなっている。
2013年度の春学j3Jjl、「総合日本語」はその初めての学期を迎えた。受講希望者にプレイス




活動を多く取り入れた。すなわち、読解と作文を重視した WNEJ: A New Approach to 
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3. 2 教材と授業活動
以上のような方針と目標のもとに、教科書は以下の 2つを使った。
. W初級日本語](SFJ: Situational Functional Japaneseの学内用簡易版)








た。つまり、 StructureDrills (以下 fSDj)とConversationDrills (以下 fCDj)を通して文
法・文型とやり取りのパターンを練習した後、 SDとCDの内容を使ってロールプレイやス
キットを行うという、補講コースと同様の活動を行った。
一方、 WNEJ~ は、今年度のN201が取り組んだ「作文を中心とした l[Çj技能を伸ばす活動」
のために使った。 WNEJ~ は全24ユニットにより構成されており、同じく全24課で構成され














































































『初級日本語』中心の学留 ~NEJ~ 中心の学習 ほか
lコマ目 MT (70分)
2コマ自 SD (40分) 作文 (20分) DC (10分)
3コマ呂 SD (40分) 作文 (20分)→提出 DC (10分)
4コマ自 SD (30~40分) 作文集 (20"-'30分) DC (0"-' 10分)
、 5コマ目 CD (30分) 作文集 (30分) DC (10分)
6コマ自 CD (40分)Skit準備 (20分) 宿題FB(10分)





































































後は、作文集から「お気に入りのことば (FP)J を取り出して書き留める宿題 (~NEJ指
-164-
作文活動を中心とした四技能の統合
導参考書~ p.33参照)を課した。 6コマ呂の授業で回収しチェックした後、 7コマ自の
授業でそのことばが気に入った理由を言ってもらうなどのフィードパックを行った。学
期の半ばからは、 FPの宿題に気に入った理由も合わせて書くように指導した。
















































































































表 5のU17の作文にある fプラモデ、ル」を例に挙げる。作文集の l回目の活動のことで
ある。中毘圏からの学生にプラモデルが何かという質問を受けた。 Aさんは、手振り身振
-167-
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